
六
九

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
三
十
二
號　

二
〇
二
〇
年
十
二
月

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
を
め
ぐ
り
て

│
│
兼
好
と
『
首
楞
厳
経
』
│
│

須　

山　

長　

治

１

　

兼
好
は
、
ど
ん
な
法
師
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
生
涯
は
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
頃
か
ら
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
頃
の
一
生
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
。
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
激
動
期
で
あ
る
。
政
治
的
に
は
花
園
天
皇
や
後
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
、
楠
木
正
成
や
足
利
尊
氏
が
活

躍
し
、
宗
教
的
に
は
夢
窓
疎
石
や
宗
峰
妙
超
が
注
目
さ
れ
、
文
献
的
に
は
虎
関
師
錬
や
北
畠
親
房
が
名
著
を
残
し
て
い
る
。
実
に
変
化
に
と
ん
だ
時
代
で

あ
り
、
二
度
め
の
元
寇
に
対
峙
し
た
弘
安
の
役
は
去
り
、
歴
史
は
ず
ん
ず
ん
動
い
て
い
く
。
ま
た
鎌
倉
で
は
大
火
事
や
大
地
震
が
発
生
し
、
京
都
で
も
大

地
震
や
疫
病
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
は
延
暦
寺
の
宗
徒
に
よ
る
大
津
の
円
城
寺
焼
き
討
ち
や
正
中
の
変
・
元
弘
の
乱
な
ど
民
衆
を
怯
え
さ
せ
る
出
来
事
が
後

か
ら
後
か
ら
起
こ
り
、
や
が
て
鎌
倉
幕
府
が
滅
ん
で
ゆ
く
。
そ
し
て
南
北
朝
と
い
う
時
代
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
大
覚
寺
統
（
吉
野
の
南
朝
）
と
持
明

院
統
（
京
都
の
北
朝
）
と
の
抗
争
が
続
く
と
い
う
不
安
定
こ
の
上
な
い
世
の
中
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
兼
好
が
ど
う
生
き
た
か
を
知
る
に
は
、
彼
の
著
書
『
徒
然
草
』
を
読
み
ほ
ぐ
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
兼
好
の
心
情
を
知
る
に
は
、

彼
の
詠
ん
だ
二
百
八
十
五
首
の
歌
を
ま
と
め
た
『
兼
好
法
師
家
集
』
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
兼
好
の
名
前
を
同
時
代
の
中
か
ら
物
証
と
し
て
拾

う
に
は
『
大
徳
寺
文
書
』
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
古
文
書
資
料
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
中
に
﹁
兼
好
御
房
﹂
と
﹁
沙
弥
兼
好
﹂﹁
沙
弥
卜
部
兼
好
﹂
と
い
う
兼

好
の
身
分
と
名
前
が
見
つ
か
る
。
こ
の
表
記
の
し
か
た
に
よ
り
兼
好
法
師
が
法
師
と
し
て
ど
の
よ
う
な
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た
か
が
わ
か
っ
て
く
る
。

　
『
徒
然
草
』
に
は
様
々
な
法
師
が
登
場
す
る
。
そ
の
中
で
単
に
﹁
法
師
﹂
と
書
か
れ
た
も
の
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、﹁
琵
琶
法
師
﹂
と
い
う
よ
う

に
特
定
な
意
味
合
い
の
呼
び
方
が
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。『
徒
然
草
』
に
登
場
す
る
順
序
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
師
の
言
い
方
と
そ
の
特
色
を
ま
と
め

て
み
る
と
、



七
〇

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
を
め
ぐ
り
て
︱
︱
兼
好
と
『
首
楞
厳
経
』
︱
︱
（
須
山
）

①
聖
法
師
（
七
六
・
七
七
段
）
特
定
の
寺
院
に
は
所
属
せ
ず
修
行
に
専
念
す
る
遁
世
の
僧
。

②
寺
法
師
（
八
六
段
）
大
津
の
園
城
寺
（
三
井
寺
）
の
僧
。
こ
れ
に
対
し
て
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
を
山
法
師
と
い
う
。

③
奈
良
法
師
（
八
七
段
）
奈
良
の
興
福
寺
や
東
大
寺
な
ど
に
い
た
僧
。

④
是
法
法
師
（
一
二
四
段
）
兼
好
と
同
時
代
の
僧
。
歌
人
で
も
あ
っ
た
。『
続
千
載
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
五
首
入
集
。
八
十
余
歳
迄
生
き
た
と
い
わ
れ
る
。

⑤
承
仕
法
師
（
一
六
二
段
）
仙
洞
や
寺
院
な
ど
の
雑
役
に
従
事
す
る
僧
で
、
内
殿
の
掃
除
や
仏
具
の
管
理
、
燈
火
・
香
華
の
準
備
な
ど
を
し
た
。

⑥
登
蓮
法
師（
一
八
八
段
）俊
恵
の
白
河
の
僧
坊
歌
林
苑
に
出
入
り
し
て
い
た
隠
遁
歌
人
。
生
没
年
未
詳
。『
詞
花
集
』以
下
の
勅
撰
集
に
十
九
首
入
集
。『
登

蓮
法
師
集
』
が
あ
る
。

⑦
文
字
の
法
師
（
一
九
三
段
）
仏
典
の
研
究
や
解
釈
に
だ
け
つ
と
め
て
た
僧
。
こ
れ
に
対
し
て
坐
禅
を
専
修
す
る
僧
を
暗
証
の
禅
僧
と
い
う
。

⑧
下
法
師
（
二
一
八
段
）
雑
役
に
従
事
す
る
身
分
の
も
っ
と
も
低
い
僧
。

⑨
琵
琶
法
師
（
二
二
六
・
二
三
二
段
）
琵
琶
に
合
わ
せ
て
『
平
家
物
語
』
等
を
語
っ
た
盲
目
の
僧
。

⑩
盲
法
師
（
二
三
二
段
）
盲
目
の
琵
琶
法
師
。

⑪
老
法
師
（
二
四
〇
段
）
年
寄
り
の
僧
。

　

こ
の
中
で
、
④
と
⑥
は
固
有
名
詞
で
、
④
の
是
法
法
師
は
兼
好
よ
り
年
上
の
同
時
代
人
で
、
法
然
上
人
か
ら
の
浄
土
宗
系
譜
に
載
る
﹁
僧
侶
﹂
で
あ
り
、

歌
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
⑥
の
登
蓮
法
師
は
、
兼
好
よ
り
百
年
以
上
前
の
歌
人
で
あ
る
。
法
師
と
呼
ば
れ
る
が
特
定
の
宗
派
に
属
す
る
僧
侶
で

は
な
く
、
ま
た
寺
も
持
た
ず
仏
道
に
生
涯
を
か
け
た
生
き
方
を
し
て
い
な
い
の
で
、﹁
在
家
の
沙
弥
﹂
と
呼
ば
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

一
般
に
僧
侶
に
な
る
た
め
に
は
、
先
ず
年
少
の
こ
ろ
寺
に
入
り
、
剃
髪
し
て
沙
弥
戒
を
受
け
る
。
更
に
仏
道
修
行
し
受
戒
し
具
足
戎
を
受
け
て
一
人
前

の
正
式
な
僧
侶
と
な
り
、
そ
の
後
も
戒
律
に
則
っ
て
生
涯
精
進
し
、
人
々
を
救
い
後
継
者
を
育
て
て
い
く
る
の
が
、
沙
門
・
僧
侶
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
出
家
し
て
僧
の
姿
に
な
り
沙
弥
戒
は
受
け
る
が
具
足
戎
ま
で
は
受
け
ず
、
一
定
の
宗
派
や
寺
に
生
活
の
場
を
お
か
な
い
。
こ
れ
を
一
般
に

は
遁
世
者
と
か
世
捨
て
人
と
呼
び
、
沙
門
と
は
区
別
し
て
﹁
在
家
の
沙
弥
﹂
と
言
っ
た
。
先
ほ
ど
の
登
蓮
法
師
は
こ
れ
に
当
た
る
。
兼
好
も
僧
の
姿
を
し

修
学
院
や
比
叡
山
の
横
川
に
籠
居
は
し
た
け
れ
ど
、
住
持
も
せ
ず
山
科
の
小
野
庄
の
田
地
を
売
買
し
た
り
、
歌
壇
や
歌
会
に
出
入
り
し
た
り
自
由
な
暮
ら

し
の
中
に
い
た
。
ま
さ
に
自
称
し
て
﹁
沙
弥
兼
好
﹂﹁
沙
弥
卜
部
兼
好
﹂
と
名
乗
っ
た
﹁
在
家
の
沙
弥
﹂
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
人
は
当



七
一

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
を
め
ぐ
り
て
︱
︱
兼
好
と
『
首
楞
厳
経
』
︱
︱
（
須
山
）

時
多
く
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
知
る
範
囲
で
は
、
西
行
法
師
や
鴨
長
明
も
、
同
じ
く
こ
の
部
類
に
属
す
る
。

２

　
『
徒
然
草
』
の
中
に
は
ま
だ
こ
の
ほ
か
に
、
和
尚
・
上
人
・
僧
正
・
入
道
・
座
主
な
ど
と
僧
侶
の
呼
称
は
多
彩
で
、﹁
榎
木
の
僧
正
﹂
と
か
﹁
き
り
く
ひ

の
僧
正
﹂・﹁
堀
池
の
僧
正
﹂
と
呼
ば
れ
た
良
覚
僧
正
や
並
び
な
き
料
理
の
達
人
・
園
の
別
当
入
道
と
か
、
出
雲
に
参
詣
す
る
聖
海
上
人
の
愉
快
な
話
な
ど

を
思
い
出
す
が
、
日
本
の
仏
教
の
歴
史
は
奈
良
仏
教
・
平
安
仏
教
・
鎌
倉
仏
教
と
大
き
く
変
容
し
て
い
き
、
や
が
て
大
陸
の
大
き
な
政
治
情
勢
の
変
化
で

南
宋
か
ら
元
に
移
り
変
わ
る
時
期
に
多
く
の
南
宋
の
禅
僧
た
ち
が
日
本
に
渡
り
、
ま
た
入
宋
し
た
多
く
の
日
本
僧
た
ち
も
新
た
な
禅
仏
教
を
移
入
し
、
日

本
仏
教
は
既
成
の
仏
教
を
継
承
し
つ
つ
も
あ
ら
た
な
発
展
を
観
る
の
で
あ
る
。
兼
好
法
師
の
時
代
は
そ
の
影
響
が
日
本
化
し
つ
つ
あ
る
頃
で
、
歴
史
に
残

る
高
僧
が
続
々
と
現
わ
れ
て
く
る
。
次
の
五
人
は
み
な
禅
僧
で
あ
る
が
そ
の
代
表
と
い
え
る
兼
好
と
同
時
代
の
人
々
で
あ
る
。

瑩
山
紹
瑾
（
一
二
六
八
︱
一
三
二
五
）『
伝
光
録
』 

一
三
〇
〇
年
成
立

夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
︱
一
三
五
二
）『
夢
中
問
答
』 
一
三
四
二
年
刊
行

虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
︱
一
三
四
六
）『
元
亨
釈
書
』 
一
三
二
二
年
成
立

宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
︱
一
三
三
七
）『
仮
名
法
語
』

 〔
兼
好
法
師
（
一
二
八
三
―
一
三
五
九
）〕

祇
陀
大
智
（
一
二
八
九
︱
一
三
六
六
）

　

そ
ん
な
時
代
を
生
き
た
兼
好
に
禅
宗
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
と
、『
徒
然
草
』
の
中
に
禅
語
と
か
禅
問
答
に
使
わ
れ
る
言
葉
を
探
し
て
も
ほ
と
ん
ど
見

出
せ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
見
つ
け
て
も
﹁
放
下
﹂
く
ら
い
で
あ
る
。

・
第
百
十
二
段
、﹁
日
暮
れ
、
塗
遠
し
。
吾
が
生
既
に
蹉
蛇
た
り
。
諸
縁
を
放
下
す
べ
き
時
な
り
。﹂

・
第
二
百
四
十
一
段
、﹁
直
に
万
事
を
放
下
し
て
道
に
向
ふ
時
、
障
り
な
く
、
所
作
な
く
て
、
心
身
永
く
閑
か
な
り
。﹂



七
二

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
を
め
ぐ
り
て
︱
︱
兼
好
と
『
首
楞
厳
経
』
︱
︱
（
須
山
）

右
の
第
百
十
二
段
の
﹁
諸
縁
を
放
下
す
﹂
は
中
国
の
禅
語
録
に
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
が
、
日
本
の
禅
語
録
に
い
く
つ
か
の
用
例
が
あ
る
。

﹁
諸
縁
﹂
の
語
例
は

永
平
道
元
（
一
二
〇
〇
︱
一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』﹁
弁
道
話
﹂
に

　
　
　

出
家
人
は
、
諸
縁
す
み
や
か
に
は
な
れ
て
、
坐
禪
辨
道
に
さ
は
り
な
し
。

﹁
坐
禪
儀
﹂
に
は

　
　
　

諸
縁
を
放
捨
し
、
萬
事
を
休
息
す
べ
し
。

ま
た
﹁
出
家
功
徳
﹂
に
は

　
　
　

い
そ
き
諸
縁
を
抛
捨
し
、
す
み
や
か
に
出
家
學
道
す
べ
し
。

と
あ
っ
た
。

ま
た
﹁
放
下
﹂
に
つ
い
て
は
孤
雲
懐
弉
（（
一
一
九
八
︱
一
二
八
〇
）
編
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
は
十
九
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
の
三
例
を

挙
げ
る
と
、

・
学
道
の
人
、
身
心
を
放
下
し
て
一
向
に
仏
法
に
入
る
べ
し
。

・
揀
択
の
心
だ
に
放
下
し
ぬ
れ
ば
、
直
下
に
承
当
す
る
な
り
。

・
真
実
の
得
道
と
云
は
、
従
来
の
身
心
を
放
下
し
て
只
直
下
に
他
に
随
ひ
ゆ
け
ば
、
即
ま
こ
と
の
道
人
と
な
る
な
り
。

以
上
は
曹
洞
宗
の
語
録
に
載
る
語
例
で
、
有
名
な
﹁
身
心
脱
落
、
脱
落
身
心
﹂
の
﹁
脱
落
﹂
に
近
い
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
国
の
禅
語
録
に
載
る
語
例
は
、
動
詞
﹁
放
下
﹂
の
次
に
く
る
言
葉
は
、
払
子
・
杖
子
・
掃
箒
・
布
袋
・
斧
子
な
ど
で
、
手
に
持
っ
た
も
の
を
放
り
投
げ

る
動
作
を
表
し
て
い
る
。

無
住
道
暁
（
一
二
二
七
︱
一
三
一
二
）
の
『
沙
石
集
』
に
も

・﹁
一
時
に
放
下
あ
い
て
物
我
一
如
。﹂　　

・﹁
亦
知
見
解
会
佛
見
共
に
放
下
し
て
﹂
と
い
う
例
が
載
る
。
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円
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
︱
一
二
八
〇
）
の
『
聖
一
國
師
語
録
』
の
法
語
﹁
示
空
明
上
人
﹂
に
は
、

・
示
空
明
上
人

祖
師
直
示
。
無
殊
方
便
。
放
下
諸
縁
。
休
息
萬
事
。
晝
三
夜
三
。
守
看
鼻
端
。

祖
師
直
に
示
し
て
殊
の
方
便
無
し
。
諸
縁
を
放
下
し
て
萬
事
を
休
息
し
て
、
昼
三
夜
三
、
鼻
端
を
守
り
看
よ
。

・
示
覺
實
上
座

此
等
皆
是
始
設
方
便
。
後
自
證
知
。
諸
縁
放
下
。
萬
事
休
息
。
是
第
一
方
便
也
。

此
等
皆
な
是
れ
始
め
に
方
便
を
設
け
て
、
後
に
自
ら
證
知
せ
し
む
。
諸
縁
放
下
し
て
、
萬
事
休
息
す
。
是
れ
第
一
の
方
便
な
り
。

　

こ
れ
ら
の
語
例
を
み
る
と
、
兼
好
が
ど
う
い
う
書
物
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
仄
見
え
て
く
る
。

　

夢
窓
疎
石
の
『
夢
中
問
答
』
に
は
、
例
え
ば
﹁
一
切
の
欲
心
を
直
下
に
放
下
せ
ば
、﹂﹁
分
別
す
る
自
心
の
計
度
を
放
下
す
べ
し
﹂﹁
諸
縁
を
放
下
し
て
万

事
を
放
下
し
、﹂
の
よ
う
な
言
葉
が
二
十
二
例
も
出
て
く
る
が
、
こ
の
刊
行
は
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）、
兼
好
の
六
十
二
歳
の
年
で
あ
る
。『
徒
然
草
』
は

既
に
成
立
し
て
い
た
。

３

　

新
し
い
仏
教
の
息
吹
き
を
兼
好
に
感
じ
さ
せ
た
禅
僧
と
し
て
考
え
ら
れ
る
人
物
は
、
第
百
七
十
九
段
と
第
二
百
三
十
八
段
に
登
場
す
る
道
眼
上
人
（
道

眼
聖
と
同
一
人
物
）
で
あ
る
。
道
眼
は
初
め
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
が
、
中
国
に
渡
り
、
そ
の
当
時
国
内
を
席
巻
し
て
い
た
禅
宗
に
染
ま
り
一
切
経
を

将
来
し
帰
国
す
る
。

第
百
七
十
九
段

　

入
宋
の
沙
門
、
道
眼
上
人
、
一
切
経
を
持
来
し
て
、
六
波
羅
の
あ
た
り
、
や
け
野
と
い
ふ
所
に
安
置
し
て
、
殊
に
首
楞
厳
経
を
講
じ
て
、
那
蘭
陀
寺

と
号
す
。 
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そ
の
聖
の
申
さ
れ
し
は
、
那
蘭
陀
寺
は
、
大
門
北
向
き
な
り
と
、
江
帥
の
説
と
し
て
言
ひ
伝
え
た
れ
ど
、
西
域
伝
・
法
顕
伝
な
ど
に
も
見
え
ず
、
更

に
所
見
な
し
。
江
帥
は
如
何
な
る
才
学
に
て
か
申
さ
れ
け
ん
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
唐
土
の
西
明
寺
は
、
北
向
き
勿
論
な
り
﹂
と
申
し
き
。 

後
半
の
内
容
は
、
宋
か
ら
持
ち
帰
っ
た
一
切
経
を
安
置
し
て
お
く
寺
を
﹁
那
蘭
陀
寺
﹂
と
命
名
し
、
大
門
（
正
門
）
を
北
向
き
に
し
た
が
、﹁
イ
ン
ド
の
那

蘭
陀
寺
の
大
門
は
北
向
き
、
と
江
帥
（
大
江
匡
房
一
〇
四
一
～
一
一
一
一
平
安
後
期
の
学
者
・
歌
人
）
が
言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
文
献
的
に
は
ど
こ
に
も

そ
う
記
さ
れ
て
な
い
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
も
ま
っ
た
く
な
い
。
疑
わ
し
い
な
。
中
国
の
西
明
寺
は
、
北
向
き
だ
っ
た
け
ど
ね
﹂
と
道
眼
上
人

の
人
柄
を
写
し
取
る
書
き
ぶ
り
は
面
白
い
が
、
こ
こ
で
は
﹁
殊
に
首
楞
厳
経
を
講
じ
て
﹂
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
を
第
二
百
三
十
八
段
の
記
事
と
重
ね
合

わ
せ
る
と
、
兼
好
が
道
眼
上
人
の
那
蘭
陀
寺
で
首
楞
厳
経
の
講
義
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

　

第
二
百
三
十
八
段
は
、
長
文
で
、
御
随
身
中
原
近
友
の
自
賛
に
倣
っ
た
兼
好
自
身
の
自
慢
話
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、

　

那
蘭
陀
寺
に
て
、
道
眼
聖
談
義
せ
し
に
、
八
災
と
云
ふ
事
を
忘
れ
て
、﹁
こ
れ
や
覚
え
給
ふ
﹂
と
言
ひ
し
を
、
所
化
皆
覚
え
ざ
り
し
に
、
局
の
内
よ
り
、

﹁
こ
れ
こ
れ
に
や
﹂
と
言
ひ
出
し
た
れ
ば
、
い
み
じ
く
感
じ
侍
り
き
。 

﹁
八
災
﹂
と
は
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る
八
つ
の
障
害
の
こ
と
で
、『
倶
舎
論
』
な
ど
に
載
る
﹁
尋
伺
四
受
入
出
息
﹂
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
憂
・
喜
・

苦
・
楽
・
尋
・
伺
・
出
息
・
入
息
に
つ
い
て
い
う
。｢

所
化
﹂
と
は
弟
子
の
こ
と
。
能
化
（
師
と
し
て
教
え
導
く
者
）
に
対
し
て
所
化
。

　

あ
る
日
の
講
義
で
、
道
眼
は
八
災
の
具
体
的
内
容
を
う
っ
か
り
思
い
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
弟
子
た
ち
に
尋
ね
て
み
る
が
だ
れ
も
答
え
ら
れ
る
者
が
い

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
兼
好
が
サ
ッ
と
答
え
て
、
道
眼
か
ら
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
内
容
。
こ
こ
か
ら
、
兼
好
が
道
眼
の
講
義
に
積
極
的
に
参
加
し
て
居

る
様
子
を
伺
わ
れ
る
。
こ
の
時
の
講
義
が
何
で
あ
っ
た
か
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
ほ
ど
の
第
百
七
十
九
段
の
﹁
那
蘭
陀
寺
﹂
の
講
義
と
結
び
つ

け
る
と
、
兼
好
は
道
眼
か
ら
『
首
楞
厳
経
』
の
講
義
を
受
講
し
て
い
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　
『
首
楞
厳
経
』
は
、正
し
く
は
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』
と
い
う
が
、一
般
的
に
は
、略
し
て
『
楞
厳
経
』
と
も
呼
ば
れ
る
、

全
十
巻
の
経
典
で
あ
る
。
そ
の
巻
第
一
に
﹁
客
塵
煩
悩
﹂
に
関
す
る
内
容
が
あ
り
、

︿
本
文
﹀



七
五

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
を
め
ぐ
り
て
︱
︱
兼
好
と
『
首
楞
厳
経
』
︱
︱
（
須
山
）

　

我
今
長
老
、
於
大
衆
中
、
獨
得
解
名
、
因
客
塵
を
二
字
成
果
。
世
尊
、
譬
如
行
客
投
寄
旅
亭
、
或
宿
或
食
、
食
宿
事
畢
、
俶
裝
前
途
、
不
遑
安
住
。

若
實
主
人
、
自
無
攸
往
。
如
是
思
惟
、
不
住
名
客
、
住
名
主
人
。
以
不
住
者
、
名
爲
客
義
。

︿
訓
読
﹀

　

我
れ
今
長
老
と
し
て
、
大
衆
の
中
に
於
て
、
獨
り
解
の
名
を
得
た
る
は
、
客
塵
の
二
字
を
悟
っ
て
果
を
成
ぜ
る
に
因
り
て
な
り
。
世
尊
、
譬
え
ば
行

客
の
旅
亭
に
投
寄
し
て
、
或
は
宿
し
或
は
食
す
、
食
宿
事
畢
り
て
、
俶
裝
し
て
途
に
前
ん
で
、
安
住
す
る
に
遑
あ
ら
ざ
る
が
如
し
。
實
の
主
人
の
若
き
は
、

自
ら
往
く
攸
無
し
。
是
の
如
く
思
惟
す
ら
く
、
住
せ
ざ
る
を
ば
客
と
名
づ
け
、
住
す
る
を
ば
主
人
と
名
づ
く
、
と
。
住
せ
ざ
る
者
を
以
て
、
名
づ
け
て

客
の
義
と
爲
す
。

　

要
旨
は
、
旅
人
は
宿
で
食
事
し
た
り
泊
ま
っ
た
り
、
そ
し
て
忙
し
な
く
次
の
旅
に
出
掛
け
る
。
宿
屋
の
主
人
は
自
分
の
宿
に
居
続
け
る
。
定
住
し
な
い

の
が
客
で
、
定
住
す
る
の
が
主
人
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
内
容
が
、
巻
第
二
に
次
の
よ
う
に
載
る
。

︿
本
文
﹀

　

譬
如
有
客
寄
宿
旅
亭
、
暫
止
便
去
終
不
常
住
。
而
掌
亭
人
都
無
所
去
名
爲
亭
主
。
此
亦
如
是
。
若
眞
汝
心
、
則
無
所
去
。

︿
訓
読
﹀

　

た
と
え
ば
客
有
り
、
旅
亭
に
寄
宿
し
て
、
暫
く
止
ま
っ
て
便
ち
去
り
、
終
に
常
住
せ
ざ
る
も
、
而
も
亭
を
掌
る
人
は
、
都
べ
て
去
る
所
無
け
れ
ば
、

名
づ
け
て
亭
主
と
爲
す
が
如
し
。
此
れ
も
亦
た
是
の
如
し
。
若
し
真
に
汝
の
心
な
ら
ば
、
則
ち
去
る
所
無
け
ん
。

︿
口
語
訳
﹀

　

た
と
え
ば
、
旅
人
は
宿
屋
に
泊
ま
り
、
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
か
ら
出
立
し
、
一
つ
所
に
い
つ
ま
で
も
い
な
い
も
の
だ
け
れ
ど
、
宿
屋
の
主
は
何
処
に

も
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
宿
屋
の
主
人
と
名
づ
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
心
の
問
題
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
た
。
も
し
本
当
に
お
前
の
心

で
あ
れ
ば
、
よ
そ
に
行
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
『
首
楞
厳
経
』
の
﹁
行
客
と
亭
主
﹂
は
、
行
客
は
旅
を
し
続
け
る
も
の
、
亭
主
は
常
住
す
る
も
の
。
そ
し
て
こ
れ
を
心
の
問
題
に
変
え
て
、
真
の
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心
は
何
処
に
も
い
か
ず
常
住
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。

　

こ
の
傾
向
は
禅
宗
で
説
く
﹁
主
人
公
﹂
に
重
な
っ
て
い
く
。
次
の
宗
峰
妙
超
の
『
大
燈
国
師
仮
名
法
語
』﹁
示
萩
原
法
皇
之
后
﹂（
萩
原
法
皇
の
后
に
示
す
）

に
近
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

︿
本
文
﹀

　
（
前　

略
）・
・
・
・
・
是
れ
皆
彼
の
主
人
公
に
相
逢
ふ
こ
と
な
り
。
名
の
肉
親
は
家
な
り
。
家
に
は
か
な
ら
ず
主
人
あ
る
べ
し
。
か
の
家
主
を
ば
本

来
の
面
目
と
い
ふ
な
り
。
誰
と
も
我
と
も
い
ふ
な
り
、
熱
き
寒
き
な
ど
と
知
り
、
或
は
物
に
貪
著
の
心
あ
り
、
或
は
欲
心
あ
る
は
、
み
な
み
な
妄
念
な
り
。

真
の
家
主
に
て
は
な
き
な
り
。
彼
の
妄
念
は
附
き
物
な
り
。
一
息
の
息
き
る
る
時
、
同
じ
く
消
す
る
も
の
な
り
。
彼
の
妄
念
に
ひ
か
れ
て
、
地
獄
に
堕

し
て
六
道
に
輪
廻
す
る
な
り
。

︿
口
語
訳
﹀

　
（
前　

略
）・
・
・
・
・
こ
れ
ら
は
み
な
そ
の
主
人
公
に
逢
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
肉
体
と
い
う
も
の
は
家
の
よ
う
な
も
の
で
、
家
に
は
か
な
ら
ず

主
人
と
い
う
も
の
が
い
る
。
そ
の
家
の
主
人
を
本
来
の
面
目
と
い
う
。
誰
と
か
我
と
か
言
っ
た
り
、
熱
い
と
か
寒
い
と
か
を
感
じ
、
ま
た
物
に
む
さ
ぼ

る
心
や
欲
張
り
の
心
な
ど
が
お
こ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は
み
ん
な
妄
念
と
い
う
も
の
で
、
本
当
の
家
の
主
人
で
は
な
い
。
そ
の
妄
念
と
い
う
の
は
、

人
に
と
り
つ
い
た
り
す
る
も
の
で
、
息
を
ふ
っ
と
切
っ
た
時
に
は
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
妄
念
に
ひ
か
れ
て
い
く
と
、
地
獄
に
落
ち

て
苦
し
み
の
連
続
と
な
る
。

　

こ
の
（
前
略
）
の
所
に
は
、
世
尊
・
二
祖
慧
可
、
六
祖
慧
能
・
霊
雲
志
勤
・
香
厳
智
閑
・
臨
済
義
玄
・
洞
山
良
价
ら
の
悟
り
の
機
縁
に
な
る
言
句
が
記

さ
れ
、
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
公
を
指
し
、﹁
本
来
の
面
目
﹂
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

宗
峰
妙
超
は
二
十
八
歳
の
時
鎌
倉
よ
り
京
都
に
帰
り
、
は
じ
め
東
山
の
雲
居
庵
に
住
し
、
次
に
紫
野
の
大
徳
庵
に
住
す
。
こ
の
期
間
も
聖
胎
長
養
の
期

間
と
い
わ
れ
る
が
、
や
が
て
花
園
天
皇
の
知
る
所
と
な
る
。
そ
う
い
う
機
会
が
突
然
降
っ
て
わ
い
た
と
は
思
え
な
い
。
地
道
な
活
動
が
あ
り
、
人
望
が
増
し
、

憧
れ
慕
わ
れ
、
人
々
が
訪
れ
、
集
ま
り
、
や
が
て
噂
と
な
り
広
ま
っ
て
い
く
。
東
山
の
雲
居
庵
か
ら
紫
野
の
大
徳
庵
に
至
る
ま
で
に
は
、
数
々
の
説
法
や

法
話
の
会
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
兼
好
が
宗
峰
妙
超
の
世
界
に
影
響
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
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言
葉
の
類
似
性
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
瑩
山
紹
瑾
禅
師
の
『
伝
光
録
』
に
も
同
じ
よ
う
な
表
現
が
次
の
よ
う
に
あ
り
、
内
容
も
﹁
主
人
公
＝
本
来
の
面
目
﹂

路
線
は
変
わ
ら
な
い
。

・
釈
迦
牟
尼
仏
章

屋
裏
の
主
人
公
是
れ
我
な
り
。
皮
肉
骨
髓
を
帶
せ
ず
。
四
大
五
蘊
を
帶
せ
ず
。
畢
竟
じ
て
云
わ
ば
、
庵
中
不
死
の
人
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
豈
に
而
今

の
這
の
皮
袋
を
離
れ
ん
や
。

と
あ
り
、
主
体
性
・
本
来
の
面
目
を
前
面
に
出
し
て
い
う
の
が
禅
の
説
法
の
要
と
い
う
事
も
で
き
る
。

４

さ
て
兼
好
は
﹁
心
と
主
人
公
﹂
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
か
。

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段

︿
本
文
﹀

　

主
あ
る
家
に
は
、
す
ゞ
ろ
な
る
人
、
心
の
ま
ゝ
に
入
り
来
る
事
な
し
。
主
な
き
所
に
は
、
道
行
人
濫
り
に
立
ち
入
り
、
狐
・
梟
や
う
の
物
も
、
人
気

に
塞
か
れ
ね
ば
、
所
得
顔
に
入
り
棲
み
、
木
霊
な
ど
云
ふ
、
け
し
か
ら
ぬ
形
も
現
は
る
ゝ
も
の
な
り
。

　

ま
た
、
鏡
に
は
、
色
・
像
な
き
故
に
、
万
の
影
来
り
て
映
る
。
鏡
に
色
・
像
あ
ら
ま
し
か
ば
、
映
ら
ざ
ら
ま
し
。 

　

虚
空
よ
く
物
を
容
る
。

　

我
等
が
心
に
念
々
の
ほ
し
き
ま
ゝ
に
来
り
浮
ぶ
も
、
心
と
い
ふ
も
の
の
な
き
に
や
あ
ら
ん
。
心
に
主
あ
ら
ま
し
か
ば
、
胸
の
中
に
、
若
干
の
事
は
入

り
来
ら
ざ
ら
ま
し
。

︿
口
語
訳
﹀
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家
主
が
住
ん
で
い
る
家
に
は
、
何
の
関
係
も
な
い
人
が
勝
手
に
入
っ
て
来
る
こ
と
は
な
い
。（
そ
の
反
対
に
）
家
主
の
い
な
い
家
に
は
通
り
す
が
り
の

人
が
む
や
み
に
入
り
こ
ん
だ
り
、（
さ
ら
に
）
キ
ツ
ネ
や
フ
ク
ロ
ウ
の
よ
う
な
類
も
人
気
の
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
し
て
、
す
っ
か
り
自
分
の
棲
家
の
よ

う
に
住
み
着
い
て
、
木
霊
な
ど
と
い
う
怪
し
げ
な
も
の
ま
で
立
ち
現
れ
る
。

　

ま
た
鏡
の
表
面
に
は
色
も
形
も
な
い
か
ら
、
あ
り
と
あ
る
影
が
や
っ
て
来
て
映
る
。

　

も
し
も
鏡
に
色
や
形
が
あ
っ
た
な
ら
、
な
に
も
鏡
面
に
映
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

か
ら
っ
ぽ
の
空
間
は
ど
ん
な
も
の
で
も
包
み
込
む
。

　

わ
れ
わ
れ
の
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
好
き
勝
手
に
立
ち
現
れ
る
の
も
、
心
と
い
う
主
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
心
に
主
の

よ
う
な
も
の
が
住
ん
で
い
た
ら
、
心
の
中
に
た
く
さ
ん
の
思
い
は
入
っ
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
内
容
は
四
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
は
、
家
主
の
有
無
に
よ
り
他
者
が
入
り
こ
む
か
ど
う
か
。
第
二
は
、
鏡
面
に
物
が
付
着
し

て
い
る
か
ど
う
か
。
第
三
は
、
空
間
は
物
を
包
み
込
む
。
第
四
は
、
心
に
主
体
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
自
由
に
思
う
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

こ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
思
い
が
良
い
か
悪
い
か
は
別
と
し
て
、
心
に
先
入
主
が
い
た
ら
自
由
な
発
想
は
起
こ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

兼
好
は
、『
首
楞
厳
経
』
の
講
義
を
聴
き
な
が
ら
、
崇
高
な
有
難
い
お
説
法
は
理
解
し
つ
つ
、
己
れ
の
こ
こ
ろ
の
な
か
で
起
こ
る
自
由
な
思
い
を
守
ろ
う

と
し
て
い
る
。﹁
心
に
主
あ
ら
ま
し
か
ば
、
胸
の
中
に
、
若
干
の
事
は
入
り
来
ら
ざ
ら
ま
し
。﹂
こ
こ
は
特
に
、
反
実
仮
想
の
文
体
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。﹁
心
に
主
人
が
い
た
な
ら
、
き
っ
と
心
の
中
に
た
く
さ
ん
の
思
い
が
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
。﹂

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
あ
ら
た
め
て
序
段
を
み
る
と
、
素
直
に
文
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

序
段つ

れ
づ
れ
な
る
ま
ゝ
に
、
日
ぐ
ら
し
、
硯
に
む
か
ひ
て
、
心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
事
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も

の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
。

の
﹁
心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
事
﹂
は
、
第
二
百
三
十
五
段
で
い
う
と
﹁
胸
の
中
に
﹂
去
来
す
る
﹁
若
干
の
事
﹂
で
あ
り
、
ま
た
﹁
主
な
き
所
に
は
、
道
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行
人
濫
り
に
立
ち
入
り
、
狐
・
梟
や
う
の
物
も
、
人
気
に
塞
か
れ
ね
ば
、
所
得
顔
に
入
り
棲
み
、
木
霊
な
ど
云
ふ
、
け
し
か
ら
ぬ
形
も
現
は
る
ゝ
も
の
﹂

で
あ
り
、
さ
ら
に
﹁
万
の
影
﹂
も
、
で
あ
る
。
心
は
よ
く
そ
れ
ら
を
容
る
。
心
を
兼
好
は
虚
空
の
如
き
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
物
が

去
来
す
る
心
を
見
据
え
て
、
文
字
に
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
﹁
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
﹂
の
状
態
に
な
っ
て
く
る
が
、
兼
好
は

そ
れ
ら
を
客
塵
煩
悩
と
き
め
つ
け
て
払
お
う
と
せ
ず
、
思
い
の
ま
ま
に
眺
め
て
い
る
よ
う
だ
。


